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緒言

キリの決ょ7i'U，なì'M Gloeosρorium Kawakan仡 MfY.\JlJヨに関しては古くはJfIJ二(1902) ，逸見

(1920) の観察去よぴ実験成中立がある。もっとも，とれらの報告は本閣を天狗巣病の病出休と

考えて行われたものであるが，その後古井(l931-a) によって本菌は天狗巣病とは i也接関係が

ないととが|りj らかにされ，なゐ木市の諸'I']:T'[I二ついておli[;f.IHな fiJf究結果がさj長ぜられた(古井 1931

-b, -c , 1933) 。

本的(エキリのji￡も ，'R裂な杓存の一つで，特に幼令WJにj2ける被守は甚大であるが，との防r;~f;

はボだ満足すべき域にはj土していない。これにはいろいろの却 IIIがあることと，Iιわれるが，病

問wの生日rI.i (Life cycle) についての知見が従来ほとんど皆無であることもその王IHIIIの一つ

に数えてよいであろう。

十!;， -Xi らは本病の伝染経lLíí ，特に第一次伝染似をどう':11 るために，まや約IJ; (ì ;';jの越冬について若干

の実験を行った。本消防r;余の)，\S礎資料としてその大裂をここに取り棋めることにする。たむ，

本実験の枇J」与はすでに苦~.ら( fjl'IJßi ・千葉 1952) によって予報として発表済みである。

w二{í'ーらが本実験を 1Î うに当 i) ， W(i !;'fì激励と仰指導を賜った1~~謹告!íK/;'-閣六也氏ゐよび実験に

山)J された)!jjl~;秀l り :í n- (当日1寺，東京良工大学!:ミ学部学生)に深く謝立を去する。

実験

以下述べる諸実験は，昭和 25~26 ~ (1950~1951) 去よび同 26~27 年 (1951 ~1952) の

2 期iHJにわたし東京都!I黒区下 fl JiI:~林業試験場内で、行ったものである。

ト羅病枝における越冬

L 分生胞子の形成

(1) 実験材料 生立木 (5 ~ 6 年生)， 同天狗巣病根病校会よぴ分根市で、表情病々斑を

多数有する;肢に 9H 巾句!I印をつけて公き，これをと実験材料とした。

(1) 農学博士・釜淵分場長 (2) 保護部樹病第一研究室員
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(2) 実験方法 11 }1以降~~_{l三 4 月まで毎月 21fi l cl二 'hJたよぴド旬) J二記材料を切り取

り，湿室にした Petri 皿に入れて 10 日 1:11 25 0C の定視に保ち，その日112 ~ 3 同観察して分

生胞子生成の有無をと検した。

な 3ゐ争， 2 J汀j 以以.昨lはま手幻止 1汀Jl E同[-1司}可L 71日1 f後乏にとのJ材寸料主をど?湿盟宝カか込らと り川il川i して， 殺l由工自iノ氷1(q中|ド1で

れを遠心分離甘裕J品十にカか為けて病王政斑t注E互去ミ白面今に 7形l杉予成される分生胞寸子.の有力無\~もfJ併j斤Fせ淵べた。

( 3) 実験結果 位の病斑部には 11 n 1[1 旬凶まで分生子Jfliに分生胞子ーを認めるが， 12JJ 

下旬以降は成句巣病:/iH病状J二の約時削除いて胞Tの生成は全く沼、められたい。天狗巣病校の場

合はややとれと異なに 12 n以降でも病班部に胞了宇を認めるととがある。

2. 病原菌の分間

(1)実験材料 ート.記実験と川一。

(2) 実験方法 .I:;{己 3 極の抗n病校を当年イ11'長松の先端的死1fß ， fliJ 生千j-.tßゐよぴ天狗巣~iJ.j

.HH病校の 31こ区分し，それぞれの病対日附I織から 1i~~法によって約!日[ì'tîの分離を試みた。右:ゐ，

同時に多数の病斑を有する抗日病~が!日tj存した枝のあと(葉柄痕j の部分からもまた "iJ様にして

分離を行った。

各区とも毎回材料をと 6 í;'}î JiJíーから 11止し 各々 30 問の切Jíーについて分離を行った。 したがっ

て，各同とも 120 筒の切Jí'について実施したのである。

(3 ) 実験結果 抗日病校からの分離結果を示せば Table 1 のとたりである。

第 1 表 擢病校からの炭痘病菌の分離

Table L Isolation of the anthracnose from diseased shoots , 

実Da駁t正年月 | 

D枝e先ad端p枯ar死ts部of 当年伸長生存部 | 天狗巣ed病s擢ho病ot枝
Survived parts of Disεased shoots of 

ate of diseased shoots diseased shoots l “ Witches' broom" 
exp , 

Gloeo. Glom Gloeo , Glom , Gloeo , I Glom. 

De: , 。 。 。 。 。

1951 (上旬)
D巴c ，

C 。 。 。 。 。

1951 (ド句)
]an. 

。 。 cl 。 。

1952(上旬) i 

]aロ. 。 。 日 。 。

1952(下旬)
Feb.| 

1952(上旬)
。 。 。 。 。

Feb. 。 。 G 。 。

1952(下旬) I 

Mar. 。 。 ι、B 2 
1952(上旬)

孔I[ar.
。 3 。 。 。 。

1952(下旬) I 

Apr. 
。 。 (1 。 。

1952(上旬)
Apr. 

1952( 向) I 
。 。 。 。 。 。

Notes: Gloeo. = Gloeosporium Kaw:zkamii 
Glom. = Glome陀lla sp. 

Sc権z病rs校ofのd奨15柄ea痕sed 
shoots 

Gloeo , Glom , 

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

C 。

。 。

。 。

仁 。

。 。

Gen巴tic relation between Gloeosporium Kawakamii and Glomerella sp. was not observed. 
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ただL- ，:rl'll~1引安からはとれらのほか Fusarium sp. , Alternaria sp. , Macrosporiu1n sp. , 

Phomoρ'sis sp. などが分離されたが， Tab!e 1 には(炭坑病菌だけをあげてまうる。

t;:..jな， Table 1 r]) Glomerella sp. は Gloeosρorium Kawakamii の了a嚢時代で!まあるま

いかと考えられたので、両x-を比較研究したが，同根関係はないととが判明したヘ

Table 1 から I切らかなように軍病校から G. Kawakamii 菌を検IP，しうることはきわめて

少なし本実験では僅かに 3 例しか見出すととができや，うち 2 例生天狗巣病校からであるQ

3. 春季の病手?誼iIT~

甚しく位された;1山内校に[! r:[Jをつけてむき，翌春とれをrJ~心として的存が進展するかどうか

を観察したが，午、?にそのような関連性は1、めることができなかった。

ll. 擢病藁における越冬

1. 分生胞子の形成

(1) 実験材料 /何5の葉身i土乾燥状態にある場合を|段き多くは ~I~春までに悌!止する。ヴ

れで実験i工業同について i jった。すなわち， 9 月下旬~10 月下旬に， 顕著な病斑をイ{しう子生

子堆を多数形成している落葉した擢病葉の葉柄を多数集め (Text-fig. 1) , とれらを金制能l亡

入札戸外に放置して実験材料とした。なむ，昭和1 26~27 ::ド (1951~1952) にはこの保栄時期l

を 9 n 30 11 , 10 月 15 fl j干上び 11 n 5 日に 3 区分し

て観察をと行ったが器具!，~: ~"!.'fl.められなかった。

(2) 実験方法 12 JJ ~学年 4 J:1まで持月 2 回 CJ: 

旬むよびド 1，)) ，戸外にたいた葉柄を 10 本やっとり Hi し，

とれらをと湿宗とした Petri [且の中に入~L ， 10 日 í!JJ 250C 

の定温に保ち分生胞子の生1災状態を観察し，さらに生成さ

れた胞子についてはその発芽率を Vxx TmGHDI cell 法

によって検した。

(3 ) 実験料;瓜 II({手11 25~26 年 (1950~ 1951) ゐよ

び同 26~27 年 (1951~ 1952) の 2 [ii! とも大体同一結洪

をえたので， Tab1.e 2 に ~J~ 1 回の分だけを掲げる。 ただ

し，発芽率は蒸i貯水q ，で 25 0C ， 48 時間後の結果を示す。

Table 2 にみられる上うに，抗日病葉同には趨当な温度

ゐよぴ湿度を与えてやれば，越さ明日H中いつでも公生胞子

の形成ーが認められる。すなわち，本菌は病葉作1'1' に?件んで

越冬ーし，翌春ネJfたに IJ包子を形成ーする能力主充汐に保持して

いることがわかる。なお、，湿宗処ま11[によって躍的主的に形成

器このことについては続報に詳細報告の予定

T巴xt-fig. 1 

キリの葉柄に形成された
炭痘病々斑
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~; 2 表 限病葉作J上の分生JJ包子の形成およびその3È]'

Table 2. Conidial formation on diseased petioles in moist 
chamber and germination of conidia. 

実験年月
D:.!te 01 experiment 

Nov. 

Dec. 

Dec. 

J斗n.

Jan. 

Feb. 

Feb. 

M旦r.

孔Iar.

(下旬)

(上旬)

(下旬)

(上旬}

(ド令J)

(上旬)

(ド令J)

(上旬)

(下旬)

1950 

19υ0 

19~O 

1951' 

1951 

1951 

1951 

1951 

1951 

分生胞子の形成 分生胞子の発芽率(%)
Conidial formation Germination of 
by moist chamber conidia formed on 

treatment petiol es 

十寸+

十↓+

ート Fト

斗+

斗._，__

十+十

+い_，__

十+十

十十十

50~60 

40 

26 

30 

15~30 

24~45 

30~40 

Not巴s: 十++ 肉眼l!多量に認められる
十， ...肉眼で少主認められる

された胞子はかなり高い発芽

率をと示しτ いる。

2 )J}，北 j\の変化

戸外で越冬させた:11目的~制

の越冬期Ji: I]r! 1 にたける内m~的

二二よび顕微rr:;YFで記、められる

変化をと;lI:\iïl己すればつぎのと必

りである。

"，"J咲いjの 'hながE古1\に形成され

た分~[3'JfU土 12 )j tj i 1IJ1-:1. f支

になると多くは下皮g~を生じ，

内部は Htf制色， J叫丸知市Hl胞

のj]\ì糸に変化し，分生胞子もまた;まとんど認、められなくなる。ただ， ì存主JiJJ u工前に形成された

分生子.lfl~にはまれに分生11包子が残存しているとともある。

2 JJ 1j 111J引になると，分生子・土fI~を形成4 している!反映気味111胞の出l糸から無色JコWì来、が少しく {'11

長しp 後 3 J L!ゾíiJI二なっておfたに形成された11包 f' を ffE少ながら比川すことがある。

3JJ ド'ÍIJ~ 4 JU: 'Í IJには戸外の湿inJ状態ドで肉 flJlでも IIJI らかに認められるほど多量の胞子が

形成される。古い分生子lfl' に 311J去して一般にノj、形の分生子土í!:が~~!í' ~1ミし， ここに分生胞子が形成

さ tLるととが多いのであるが， また l'jV、分生子士f!:から新たに mi糸が{IIIたし， この[:に形成され

るとともある。

1P]~廷の架身には落葉直後~J，lðぺると多数の分生子打[が認められるが，乾燥状態にある場介を除

き地ト.で、は翌春までに腐敗するととが多い。 また， ;{:主の込みあっている令官分ゐよび天狗巣の'ltl~

分には約一定ーがひっかかって地 1..に詳ドせやに翌春まで残存することがしばしばある。 とのよう

な 11な:~~の民中I!すにはJlU-.1こ孫一ドしたものと l ， i]1業， 4 J1上旬以降湿ìl'i;状態で、多量の分生胞子の生成ー

を認める。

目.擢病覇果における越冬

期二!HI土種子を飛散させた後，~mi4 したまま翌年まで校に残っているととが多い。萌果上の病斑

??日を湿去処理しp るるいはこの部分の組織から病原菌の分離を試みたが，全く陰性に経った。

lV. 分生胞子による越冬

11日手11 26 年 (1951) 1 汀 15 l::iに， J.写生(;薯寒天に形成された分~J=.胞Tをスライド・グラスに

塗抹して戸外に%.5'き， 30 日後から数回にわたって発芽を調べたが発芽するものは全くなかっ

た(試験rltの外気温は附表 1 に掲げてある)。 との試験結果をさらに僻めるために， 目白末日 27 J'f. 

1 nからは湿度を異にしてつぎの実験を行った。
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(1) 実験方法 ，1.!J鈴暮寒天に 2 週i ilJ (25 0C) 晴養した菌叢から分生J包子をとれ 殺菌

水で、稀釈して濃厚f宇治i夜をつくれスライド・グラス上に 2 白金耳宛世いて低温 (5~100C)

で風乾させる。

デシケータ{の底令官にそれぞれ小量の CaCb ， Ca(N03)2 飽和水i容液，水を入れて，その rJ1 

の湿度をほぼ一定にして，それぞれ乾燥区 (20~30%) ， rJl席区 (50%)，湿潤区 (80~lOO%)

に調節し，との 1 J~I に 1-.記スライド・グラスを入れて戸外にゐき(1月 711) 5 H /l U隔にこれを

取り出し，それぞれの区の発芽率(蒸耐水， 25 0 C , 48 時間後)を検した。 とれと並行して査

をづらして外気に直接ふれるようにしたデシケーターの rJ 1 にも同様に胞子を史料えしたスライド

・グラスを入れて，一定日数経過後の発芽率を制べた(自然湿度区)。

あらかじめ検するに，供試分生胞子は 72.5% の発芽率(蒸溜水， 25 0C , 48 時lilJ後)を示

していた。

(2) 実験中古巣 第 1 回の発芽率検査を 1 JJ 9 日(戸外放置 1 日)としその後5 日間隔

で 13 回(戸外欣世 70 日)にわたる実験結果から摘記して Tεble 3 に示す。な3L 各区，

各回ともガ!ltι胞子数は 300~400 í:tiiで、ある(実験 'J Iの外気温は附表 2 に掲げてある)。

Table 3 から明らかなよ

うに， 僅か 1 n の戸外放置

(1月 8 ~ 911) で，発芽率

は 72.5% から 1~3.5% へ

と急激に{丘一ドし， その後 40

日 (2 H 18 11) まではf主少

の発芽が認められるが， 50 日

後 (2 月 28 11) では発芽皆

無となった。また，湿度と胞

子の生存期lilJとの関係をみる

と， 湿潤区 (80~100%) で

は他に比してお:しく辿かに発

茅能力が夫われる結果になっ

ている。

第 3 表 冬期戸外に放置した分生胞子の発芽
Table 3. Germination percentage of conidia kept out of 

doors (January 8~March ]9, 1952) 

実験年月日
Date of exp. 

Jan. 9 '52 

Jan. 14 '52 

Jan. 19 '52 

Jan. 24 '52 

Jan. 29 '52 

Feb. 3 '52 

Feb. 8 '52 

Feb. 18 '52 

Feb. 28 '52 

Mar. 19 '52 

湿度
Relative moisture contents in 

一
然
区
求
一4
5
3
3

一
度
甲
山
一9
3
.
し

0
.

一
白
湿
口
一

-
;
、
、
パ
川
町

t
一

一
円V
F
O
/
E
J
U
5
6
3

一
回
v
m
.
m
o一
入
入
)

珊
一
面m
w
K
M
(
(
(

剖
一

f
1

、

I
l
-
-

T
ム
一

n
u

戸
一
区
川W
U
6
5
9
7

叩
一
一
賄
仰
い
山
一

F
L
o
-
-
u

十
中
白
、
崎

一
駆
初
防
一
%
川

ω
ω

一
乾ρ
U
E

d
 

数
問

日

a
退
け

経
即D

 

5 

10 

5

0

5

0

G

O

O

 

-

2

2

3

4

5

7

 

0.9 

1.0 

0.7 

0.8 

0.3 

0 

円

円
u
n
u

ハ
u
n
u
n
u
n
u

円
U

0.3 

0.9 

0.8 

0.3 

0.3 

0 

0 

0 

0 

0.4 

0.3 

ハu
n
u
n
v

考察および結言

著者ーらが訓べたいやれの材料に会いても， 12 月下旬頃には病斑にもはや分生胞子の存在を

全〈認めるととができなかった。忠部から股去しそ胞-了・がこ[:壌中で‘越冬する安荊病菌のあるの

はよく知られていることで，鋳方(1942) はカキの安子Î!病菌 Gloeosporium Kaki HOIU は土
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壌 '1'で 1 ヵ年以ーI二も生存ブj を有しているととを述べ，また末松. ;í'{k:1袋 (1920) はモモの7Æ抑iiJr守

Gloeosρoriurn laeiicolor BEltK. について I ， ;J様のととを記している。 しかし，北応 (1949)

はモモの茨抗病菌の胞子が土壌q~で、越冬する可能性は少ないとしている。著者らはキ羽のさiHî_r:

病菌について土壌r!1で、越冬するかどうかを直接剥べてはいないが，本閣の分生胞子は冬季戸外

で 50 日後には全く死滅するととからみて，胞子として越冬する劫合はきわめてまれなものと

考える。

鐸方(1. c.) はカキの:I，Æ:f(I病外!二とに越冬後分生胞子が形成されるととから，とれを第一次伝

染加のーに数えているが， 北島(1. c.) はモモの決1ft府県で粒U:Iこ残仔するもの(木守， 桃

奴)の rl1で越冬する T，Jtì~'fをはきわめて小で、あると言っている。者 x. らが*f内について調べた樹

上に残もえする期決内で病原菌が越冬する可能性は p 北品 (1. c.) の lJ，)介と/i ;J様きわめて少ない

ものと北、める。

木本植物lこ ~~T生ずる炎千目的菌は病校内に立i糸の形でjf\':(E して越冬するのがjIK も者ーj必なととと

されている(鋒方1. c. ，北品1. c.)。著者らは木苗について約校のいろいろな部分から病原

菌の検11'，を試みた結日L 確かに病校内で越冬する可lì~'l全は認められたがp 予想に反しその頻度

はきわめて小で、あった。ただし，天狗巣病に椛った軟弱な徒長伎では比較的多くの病原菌を検

IH した。 w-x' らの観主きでは， 前年の病校をm，<.'~、として樹上で、1rな併がいわゆる “ Infection 

c::me" lè形法ってj住民蔓延すること(北，G 1951) は本病では "JIIIXtI亡認めるととができなかっ

た。

本fiJが最も純粋に泣い状態で検11\され，その頻度もきわめて大なものは，病葉々仰に形成さ

れた病躍のi\'[1分で、あって， とれを湿主に保つととにより冬季11\1でも本Mに分生胞子が生成さ

れ，また白然状態では 3 J j _f-. tr] l:tiにはすでに胞子が来rr生せられ， /ilr F1iJたよび 4 J:U:旬には多

量の胞子が71引&;されるのを認めている。

著者aらが訓査した純岡内で、は，キリのi伎町病jï<îは 1rÂj位むよぴ:1r~'~![ (特に葉柄) J) 事n織内で菌

糸の71予(古い分生子JII; を rrl~成する iliî糸別手/g~，短記[11血化する現象も合めて〉で越冬する場合が

最も多いものと考えられる。

摘要

本報交はキリの茨荊病菌 Gloeosρorium Kawakarnii MIYADE の越冬について東京に去い

て調べた結~を述べたものである。

(1) 病校にむける越冬の可能性は充分にあるが，著者らの実験結果はその頻度は予想、より

も少なかった。ただし，天狗巣病根病枝に形成された本病の病斑からは比較的多くの病原菌を

検出するととができた。

(2) 樹上に残存する萌足i二で、越冬することはきわめて少ないものと，1ιわれる。
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(3 ) 本市のうれk胞子は冬季Yト気に 50 日 IliJ喋されるととにより全く死滅するととから，胞

子として趨冬ずる司能性はきわめて少ないものと~えられる。

(4) 拘禁，特lこ葉柄内で，病防{菌が菌糸の状態で越冬するととが設も多しその検11\頻度

はきわめて許可い。

(5) 1211 1'"旬以降になると白怨状態で忠(';j\1乙分生胞子をJ芯めるととは全くない。

(6) 本jïî/ � j，'lJJn郊の組織内で立j糸の I1三で・越冬し， 3 n 1-. 旬には僅少ながら新たな分生胞子

の形成をみる。そして 3 月下旬~4n上旬には多量の胞子が新生するのが認められる。
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Kazua h� and Osamu ClIIllλ: 

Studies on Some Anthracnoses of Woody Plants-1 . 

Overwintering of Gloeosρorium Kawakamii MrYA'J>E causing 

the anthracno~e of Paulownia tomento卵白川一m.

R毛~umé

The anthracnose caused by Gloeoslりorium Kawakamii MTL¥J;E is one of the 

most important c1.iseases of the paulownia tree (Paulowniα tomentosa S'1'ErJ).) in 

Japan. By this disease seedlings and stocks of the tree are attacked very severely. 

On morphology, physiology and pathogenicity of the fungus severaI reports 

were published by KA�¥K.¥MI (1902) , HEl¥li¥II (1920) and Yomrr (1931 , 1933) , but 

on the nature of overwintering of the fungus no experimental studies have been 

made up to the pre誅t. Therefore, on this subject some experiments were 

undertaken by the authors in Tokyo in the winters of 1950-1951 and 1951-1952. 

Results of the experiments are summarized as folIows: 

( 1) From the facts that at the end of December conidia of the fungus 

were never found on the lesions of the host and that conidia were kiIIed by 

keeping out of doors for 50 days in winter, they may be unable to survive tiIl the 

foIIowing spring (Table 3). 

( 2 ) 1n December to ApriI isolation of the fungus were tried from the 

tissues of various parts of diseased shoots and a few colonies of G. Kawakamii 

were obtained among many saprophytic fungus , Fusarium sp. , Alternaria sp. , 

Macrosρorium sp. and Phomopsis sp. Frequency of occurrence of the fungus 

was very smaIl beyond presumption. While , in the tissues of petioles of the 

faIIen diseased Ieaves the fungus overwintered most commonly in pllre conditions 

(TexHig. 1, Tables 1~2). 

( 3 ) 1n the Iatteτpart of March to early ApriI fresh conidia of the fungus 

were produced in newly formed acervuli and on young hyphae grown from the 

overwintered myceliaI masses in the tissues of the diseasecl. petioles. 

Lu;けH川、。]もY 01>' FOJa;s'l' P"\'l'IlOLOUY , 

GoγIつJ(K~IE五'1' FO Hl部'1' EXl'ElもIl\fEX'L' S 'l'A'l' JOX, 

MEmïW , TOlζYU ， JAPAX. 
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附夫 2. 気温観測炎 (東京都目黒区下 11.").'1:)
昭和 26 年 ]2 月~同 27 年 3 月 (December 195J ~March 1952) 

(林業試検場気象研究室の資糾による)

月日最高最低|月日 l 最高最低|月日最高最低|月日最高最低|月日最高最低
Date 'Max. Min. I Date ; Max. lViin.1 Date Max.: Min.1 Date i Max. Min.1 Date Max. Min. 

xu - 1, 10.8 -1. 己 27 14.0 21 12.8 0.0 15 7.2 1.2 11 6.1 0.2 
2 13.1 2.5 28 13.7 2.9 :32 13.8 2.7 16 2.5 0.3 12 8.7 -1.6 
3 12.2 -0.6 29 11.5 1.4 23 12.7 2.5 17 2.0 0.5 13 11.0 -2.5 
4 14.5 0.5 30 9.7 1.0 24 11.2 -2.3 18 2.4 0.2 14 11.4 4.5 
5 8.2 2.0 31 7.4 ' 2.0 25 7.7 0.8 19 3.0 0.7 15 14.0 1.3 
6 12.7 0.1 26 12.2 4.1 20 2.2 7.0 16 15.8 4.8 
7 14.3 ーし 4 1-1 14.0 4.6 27 6.7 -L3 21 7.6 -4.4 1717.3| 4.2 
8 10.2 1.3 2 16.4 4.8 28 9.8 -1.6 22 8.9 -3.0 15 13.0' 5.7 
9 18.4 2.7 3 9.1 0.6 79 10.3 2.4 73 7.6 -1. 3 19 14.3 i 8.9 
10 12.6 -0.5 4 5.0 -0.7 30 10.3 1.9 74 6.2 0.1 20 17.7 5.0 
11 15.2 1.8 5 8.9 一 0.8 311 15.1 4.0 25 11.0 0.7 71 16.6 2.5 
121 14.5 0.3 6 13.4 , 0.6 26 3.4 0.7 22 12.8 3.6 
13 12.9 6.4 7 5.5 -0.4 IIー l' 5.7 0.8 27 6.0 1.9 23 14.~ i 4.5 

1~1 1~.6 6.3 8 11. 1 -2.5 2 3.5 1.0 28 11.6 3.7 24 18.5 1.5 
15 12.4 -0.5 9 7.7 1.4 3 10.3 0.0 29 9.8 0.4 25 13.3 2.1 
16111.3 .-2.7 10 8.0 i -3.0 4 4.4 -0.1 26 14.2 5.0 
17. 10.3 -2.7 11 7.1 ー1. 0 凸 2.3 5.7 ill-1 4.3 -0.2 27 15.9 I 5.4 
l8', 12.3 ー 1.7 12 8.7 -1.0 6 4.5 6.9 2 6.8 -0.5 ~~ 1~.5 1 7.0 
19 13.5 ー 1.0 13 4.7 4.3 7 5.6 -3.8 3 12.5 0.6 29 17.1 7.2 
201 16.1 , --0.8 14 5.5 -0.9 ~， ~.~ -~.: 4 14.0 0.5 30 10.3 ; 6.7 
211 15.6 ー 1.5 15 8.2 0.6 9 8.0. 0.5 5 7.8 0.7 31 16.6 6.4 
221 17.0 0.3 16 11.2 -3.0 10 8.5 , 0.9 6 6.2 1.4 
23' 10.2 5.3 17 13.9 1.8 11 10.0 -2.7 7 4.3 1.3 
241 14.8 3.6 1810.11 -1.3 12 9.6 -3.8 8 4.3 0.2 
25. 12.9 -1.0 19 7.2 -3.2 13' 8.2 2.3 19 8.0 1.3 
26 , 15.5' 5.6 20 7.1 5.2 14 11.4 2.7 10 8.6 , 1.0 


